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               審   査   の   要   旨 
 
本論文は食の安全・安心に求められる農業生産履歴管理を行うためのシステムが備えるべき機
能及びそれを実現するための手法に関する研究である。ICTになじみのない高齢の農業者も含め
てすべて農業生産者が生産履歴情報を確実に記録するための仕組みを備えた農業生産履歴シス
テムを開発し、実証実験を行った。数年間にわたる実証実験でその有用性が検証されたが、ICT
の指数関数的な進歩に伴って、そのシステムの維持及びスマートフォン等新たな機器への対応に
大きなコストがかかるという課題が見いだされた。この指数関数的な変化は今後も継続すること
が予想されることから、情報システムの持続性と機能拡張性を実現するための手法に関する研究
を行った。今後のクラウドサービス等で広く使用され、かつ長期間にわたって陳腐化しないこと
が予想される情報技術群を選定し、それを用いた新しい農業生産履歴システムaprasを開発した。
aprasを用いて実証実験を行い、その考え方が正しいことを検証した。 
 このような農業生産履歴システムに関して、システム開発と長期間にわたる実証実験を通じた
研究は類例がなく、極めて新規性が高い。さらに、実用的システムの持続性に関して、このよう
な学術的研究を行ったことはフィールドインフォマティクスの観点で高く評価できる。 
 平成２８年１月１４日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い，本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
